
 

 

令和８年度 
第４８回全国公民館研究集会北海道大会兼 

第７０回北海道公民館大会 in しらおい 開催要項 
 

１．趣 旨  社会の変化に対応した公民館のあり方、地域づくりの拠点となる公民館 

の今後の方向性について、全国・全道の公民館関係者が一堂に会し研究協 

議を行う。 

 

２．テ ー マ 『多様な活動を通じた地域づくり』 

 

３．期 日 令和８年１０月２２日（木）・２３日（金）  

 

４．会 場 白老町中央公民館・白老町コミュニティセンター 

〒059-0906 白老郡白老町本町１丁目1番1号（℡0144‐85‐2020） 

 

５．主 催 全国公民館連合会、北海道公民館協会 

 

６．共 催 北海道公民館振興首長会、北海道教育委員会 

 

７．主 管 北海道公民館協会胆振支部、白老町教育委員会 

 

８．後 援 文部科学省 北海道 北海道市長会 北海道町村会 

北海道都市教育委員会連絡協議会 北海道町村教育委員会連合会 

胆振管内社会教育主事会 胆振管内市町 白老町 

 

９．参加対象 公民館・公民館類似施設関係職員 公民館運営審議会委員 社会教育委員 

生涯学習審議会委員 図書館協議会委員 社会教育・生涯学習関係職員 

社会教育関係団体会員 公民館・公民館類似施設利用者 地域学習者 

北海道公民館協会賛助会員 学校関係者 高校生 ＰＴＡ関係者 行政職員 

 

10．内 容  

（１）行政説明 文部科学省職員から説明予定 

（２）基調講演 「なぜ今公民館が必要なのか」 

講   師 文部科学省総合教育政策局 局長      塩見 みづ枝 氏 

（３）シンポジウム テーマ 「若者が主役となる公民館の取り組み」 

コーディネーター 大正大学地域創生学部地域創生学科 教授 牧野  篤 氏 

パネリスト    寿都高校生・白老東高校生・壮瞥高校生・追分高校生他 

 



 

 

（４）分科会 

第１分科会「スポーツと地域づくり」 

講   師 株式会社スポーツニッポン新聞社 専務取締役 末次 省三 氏 

アドバイザー 文部科学省総合教育政策局 課長補佐    齋藤 陽介 氏 

事例発表  鹿部町 食と観光課食と観光推進係長     瀧澤  静 氏 

第２分科会「伝統文化を考える」 

講   師 文部科学省総合教育政策局 局長       塩見みづ枝 氏 

コーディネーター ＮＰＯ法人教育支援協会 代表理事   吉田 博彦 氏 

事例発表 平取町前町長 全国公民館連合会 副会長    川上  満 氏 

（５）全体会 

総   括 大正大学 地域創生学部地域創生学科 教授  牧野  篤 氏 

 

11．大 会 日 程 

【10 月22日（木）】 

12:30 13:00   13:30  13:50  14:20   15:30 15:40   17:30 18:30  

受付 
開会式 

表彰式 

行政 

説明 
休憩 基調講演 休憩 シンポジウム 移動 交流会 

【10 月23日（金）】 

8:30  9:10   11:00 11:20  12:00  12:30 

開場 分科会 
休憩

移動 
全体会 閉会式 

 

12．参加予定者 ２００名 

※定員に達した場合には締め切ります。 

 

13. 参加者負担金 ３，０００円 （資料代として） 

 

14. 交流会（希望者） 一人 ７，０００円 （１２０名予定） 

会 場 徳寿ファーム レストランＫＡＮＴＯ（白老町森野１４－３） 

※大会会場から自動車で約１５分。送迎バス（３台計１００名）運行します。 

 

15．大会事務局／申込・問合せ先 

〒059-0906 白老郡白老町本町１丁目1番1号 

白老町教育委員会教育部教育課社会教育係内 

第48回全国公民館研究集会北海道大会兼第70回北海道公民館大会実行委員会 

TEL：0144‐85‐2020 FAX：0144‐85‐2024 

Mail：shougai@town.shiraoi.lg.jp 

※プログラム等については、変更になる場合があります。 


